
R７年秋の桐友会（関西連合支部協賛） 

 

中世に栄えた環濠都市堺の旧跡巡り 
  

11 月 20 日(木)絶好の散策日和の下、14 名が参加。前回の仁徳天皇陵（2018

年）から実に 7年振りの堺市訪問で、今回も同じく歴史探訪になった。 

ガイドさんに案内されながら、きれいに整備された旧堺港の突端にある「旧堺

灯台（現地に現存する日本最古の木造燈台）」を廻り、次の「さかい利晶の杜」

では堺が生んだ２大スターと言われる千利休と与謝野晶子の功績に触れた。昼

食後は「開口（あぐち）神社」で集合写真を撮影した後、懐かしい路面電車に乗

ってから「山口家」にて伝統的な町家暮らしを体感。そして「鉄砲鍛冶屋敷」で

鉄砲作りの現場と巧妙な作り方に一同感嘆。最後に、元は修験道場であったが江

戸後期から明治初期には寺小屋になった「清学院」を見学後、南海線「七道駅」

にて解散。 

これで古墳時代から環濠都市までの堺の歴史を巡ったことになり、堺市の理

解は格段に深まったが、後期高齢者にとって今回の 1 万 5 千歩は些か厳しかっ

たかも知れない。 

特に地元の須永さん（49W）に大変お世話になりました。事務局の伊藤さん

（46TW）ともどもに対し感謝・感謝です。 （桐友会会長・川﨑 45W記） 
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